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世
界
も
し
く
は
人
類
が
直
面
し
て
い
る
課
題
は
多
種
多
様
で
あ
る
が
、
深
刻
の
度
合
で
い
え
ば
人
間
の
活
動
が
地
球
と
い

う
環
境
の
限
界
に
接
近
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
化
石
燃
料
や
鉱
物
資
源
が
一
〇
〇
年
以
下
で
枯
渇
す
る
、
生
物
が
大
量
に

絶
滅
す
る
、
気
候
が
極
端
に
変
化
す
る
な
ど
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
を
要
約
す
る
指
標
と
し
て
生
態
学
的
足
跡
（
エ
コ
ロ
ジ
カ

ル
・
ブ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
）
と
い
う
概
念
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
。 

 

人
間
の
生
存
に
は
、
日
常
生
活
の
空
間
、
食
料
生
産
の
空
間
、
社
会
基
盤
の
空
間
な
ど
が
必
要
で
あ
る
が
、
各
国
が
利
用

し
て
い
る
空
間
の
合
計
が
生
態
学
的
足
跡
で
あ
る
。
日
本
は
食
料
を
四
割
程
度
、
化
石
燃
料
を
一
割
以
下
し
か
自
給
し
て
い

な
い
か
ら
、
自
国
の
空
間
だ
け
で
は
供
給
不
足
で
、
そ
れ
ら
を
輸
入
す
る
と
い
う
形
態
で
海
外
の
空
間
に
依
存
し
て
い
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
各
国
の
状
態
を
合
計
し
て
地
球
全
体
の
収
支
を
計
算
し
て
み
る
と
、
す
で
に
赤
字
に
な
っ
て
い
る
。
地
球
の

利
用
可
能
な
陸
地
や
水
面
で
は
現
在
の
人
口
が
必
要
と
す
る
空
間
を
提
供
で
き
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
一
九
七
〇
年
代

ま
で
は
余
裕
が
あ
り
黒
字
で
あ
っ
た
が
、
以
後
は
赤
字
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
世
界
が
維
持
さ
れ
て
い
る
の
は
配
分
に
格
差
が

あ
る
か
ら
で
あ
る
。 

 

一
九
五
〇
年
か
ら
二
〇
一
五
年
ま
で
の
六
五
年
間
に
穀
物
の
生
産
は
三
・
九
倍
増
加
し
、
一
人
あ
た
り
で
も
一
・
四
倍
増

加
し
た
。
食
肉
も
六
・
八
倍
で
一
人
あ
た
り
二
・
四
倍
の
増
加
で
あ
る
。
し
か
し
現
在
、
世
界
に
は
八
億
人
の
飢
餓
人
口
が

存
在
し
、
毎
年
一
千
万
人
近
く
が
餓
死
し
て
い
る
。
配
分
の
問
題
を
象
徴
す
る
よ
う
に
、
世
界
で
は
一
二
億
人
が
飽
食
で
栄

養
過
多
に
な
っ
て
い
る
。 

 

経
済
に
も
配
分
の
問
題
が
あ
る
。
前
述
の
期
間
に
世
界
の
一
人
あ
た
り
総
生
産
額
は
四
・
一
倍
に
増
大
し
、
生
活
水
準
は

向
上
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
が
、
一
日
一
・
九
ド
ル
以
下
の
収
入
し
か
な
い
人
口
は
九
億
人
に
接
近
し
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス

の
研
究
機
関
が
今
年
一
月
に
発
表
し
た
数
字
で
は
、
世
界
の
上
位
八
人
の
金
持
ち
の
資
産
は
下
位
の
三
六
億
人
の
資
産
の
合

計
と
同
額
で
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
格
差
の
存
在
は
貧
困
な
国
家
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。
そ
こ
で
の
騒
乱
が
資
源
の
供
給
に
問
題
を
発
生
さ
せ
、

さ
ら
に
は
世
界
全
体
の
安
定
を
阻
害
す
る
。
そ
こ
で
国
連
が
二
〇
〇
〇
年
か
ら
一
五
年
ま
で
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
（
Ｍ
Ｄ

Ｇ
ｓ
）
を
推
進
し
て
き
た
が
、
そ
の
継
続
と
し
て
一
五
年
か
ら
持
続
可
能
発
展
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
を
世
界
に
提
唱
し
て
い

る
。 

 

こ
れ
は
貧
困
、
飢
餓
、
健
康
、
環
境
、
教
育
、
雇
用
、
衛
生
な
ど
一
七
の
分
野
に
つ
い
て
、
世
界
各
国
が
協
力
し
て
問
題

を
解
決
し
て
い
こ
う
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
。
先
進
諸
国
に
と
っ
て
は
関
係
な
さ
そ
う
な
目
標
で
あ
る
が
、
そ
う
で
は
な
い
。

こ
の
よ
う
な
目
標
の
達
成
に
貢
献
し
て
い
る
企
業
に
投
資
し
よ
う
と
い
う
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
が
勢
力
を
拡
大
し
て
き
た
か
ら
で

あ
る
。 

 

こ
れ
ま
で
企
業
の
評
価
は
業
績
を
拡
大
し
、
利
益
を
増
大
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
き
た
が
、
投
資
機
関
な
ど
が
Ｅ
（
環
境
対

応
）
、
Ｓ
（
社
会
貢
献
）
、
Ｇ
（
企
業
統
治
）
に
よ
っ
て
企
業
を
評
価
し
、
そ
れ
に
準
拠
し
て
選
択
投
資
す
る
よ
う
に
な
り
つ

つ
あ
る
。
従
来
の
時
価
評
価
総
額
で
は
な
く
、
こ
の
基
準
に
よ
る
企
業
の
順
位
も
数
多
く
発
表
さ
れ
、
注
目
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。 

 

二
〇
一
四
年
の
数
字
で
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
の
市
場
規
模
は
世
界
の
投
資
金
額
の
三
〇
％
に
な
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
五

九
％
、
ア
メ
リ
カ
で
は
一
八
％
、
オ
セ
ア
ニ
ア
で
は
一
七
％
に
な
っ
て
い
る
が
、
ア
ジ
ア
で
は
一
％
に
も
到
達
し
て
い
な
い
。

日
本
に
は
、
有
名
な
「
三
方
よ
し
」
を
は
じ
め
、「
利
益
に
う
と
く
義
理
に
さ
と
し
」
な
ど
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
を
表
明
し
た
商
売
理
念

が
存
在
し
て
い
た
。
温
故
知
新
の
好
機
で
あ
る
。 


